第四課　天気とわたしたちの生活
単語
曇る

①阴天

　明日は曇るかもしれない／明天也许会阴天。
　だいぶ曇ってきた／天阴得沉了。

②变得模糊不清，朦胧

　湯気で鏡が曇る／镜子因水蒸汽变模糊了。
　涙で曇った眼鏡をふく／擦拭被眼泪弄得模糊不清的眼镜。

③暗淡，忧郁不乐

　心が曇る／心情暗淡；忧郁不乐。
　顔が曇る／神情变得忧郁不安。 

さまざま　　　　种种，各种各样，形形色色

　さまざまな型の服／形形色色的服装
　人の性格はさまざまだ／人的性格千差万别。
　空の色がさまざまに変わる／天空的颜色千变万化。
　　　 　　　　　
からり（と）

①完全改变貌

　空がからりと晴れた／天完全晴了。
　からりと晴れ渡った秋空／万里无云的秋天。
　以前とからりと違った／与以前完全不同了。

②性格快活，爽快

　からりとした性格／快活直爽的性格
　からりとした、小事にこだわらない人／性格爽快、不拘泥小节的人。

③干透

　からりとかわいた／干透了。

爽やか

①(心情、天气)爽朗

　さわやかな天気／爽朗的天气
　さわやかな朝風／清爽的晨风
　気分がさわやかなになる／神清气爽。

②(声音、口齿等)清楚，嘹亮

　さわやかな声／清楚嘹亮的声音
　彼は弁舌さわやかに述べた／他口齿清楚地做了叙述。

じめじめ

①潮湿

　じめじめした気候／潮湿的气候
　服がじめじめしている／衣服湿漉漉的。
　梅雨で毎日じめじめしている／因为是梅雨天，每天潮呼呼的。

②阴郁

じめじめした性格／阴郁的性格
じめじめした気持ち／阴郁的心情
彼にはじめじめしたところがないから好きだ／我喜欢他是因为他从不忧郁
　(很爽快)。

滅入る　　　　郁闷，忧郁，阴郁

　雨天続き、気が滅入る／每天下雨，心情郁闷。
　その事件を思い出すと彼はいつも気が滅入った／他一想起那件事，总是
　　郁郁不乐。
　こんなところにいると気が滅入る／在这种地方呆着，心情郁闷得慌。

気を配る　　　　(周密地)注意，留神；警戒，警惕；照顾，顾全

　毎日の仕事をするためにいつも天気のことに気を配っていなければならない人たちがたくさんいます／有很多人为了每天的工作，必须始终注意着天气情况。
　あたりに気を配る／警戒四周。
　李さんはお客さん全員に気を配っている／小李照顾着全体客人。
　大衆の苦しみに気を配る／关心群众疾苦。

　関連表現

　☆目を配る／注意环视四周。
　☆気を使う／用心，留神；照顾，顾虑
　△まわりの人に気を使う／对四周的人有些顾虑。
　☆気をつける／注意，小心，留神，警惕
　△これからは気をつけます／今后我要注意。
　☆気を許す／疏忽，大意；丧失警惕
　△もうそろそろ彼に気を許してもいいだろう／对他该不用那么戒备了吧。
　☆気をゆるめる／放松警惕；麻痹大意
　△戦いに勝っても気をゆるめるな／即使仗打胜了，也不要放松警惕。

枯れる

①枯萎，枯死

　木が枯れる／树木枯萎。
　花は水をやらないと枯れる／花不浇水就枯萎。

②(木材)干燥

　よく枯れた材木／干透了的木材。

③成熟，老练，圆熟

　人間が枯れている／为人老练。
　あの人の字はなかなか枯れている／他的字体很老练(圆润)。
　名人の枯れた芸を見る／观看名家的圆熟的技艺。

実る

①结实，成熟

　穀物が実る／谷物成熟。
　かきが実る／结柿子。
　今年は稲がよく実った／今年的稻子收成好。

②有成果，有成绩

　長年の苦労が実る／多年的辛劳见成果。
　彼の努力は実らなかった／他的努力没有取得成效。
　
携わる　　　　　参与，从事，有关系

　教育に携わる／从事教育。
　政治に携わらない／不参与政治。

荒れる

①闹天气，(波涛)汹涌

　あらしで海が荒れる／因为暴风雨海上起风浪。

②荒芜，荒废

　畑が荒れる／田地荒芜。
　荒れた庭にも春がくる／荒芜的田园也有春天来。

③变粗糙，皲裂

　水仕事で手が荒れる／因为洗刷东西，手皲裂。
　
梅雨　　　　　梅雨，梅雨期，黄梅季节

　梅雨で物がかびる／因梅雨东西发霉。
　梅雨に入る／进入梅雨期。
　梅雨が明ける／出梅；梅雨期过去。　
　
のち

①后，之后，以后

　曇りのち晴／阴转晴。
　食事ののちに散歩する／饭后散步。
　そのことはのちに述べる／那个事请以后再讲。
　地震ののちに大火があった／地震之后发生了大火。

②今后，将来，未来

　のちのために貯える／为将来储存起来。
　千年ののち世界はどうなるだろう／一千年以后世界会是什么样呢。
　のちはのち，いまはいま／将来是将来，现在是现在。
　　　　　　　　　　　　　　文法
1．～う（よう）か～まいか
　　“まい”是表示否定推量的助动词，在口语中接在动词和助动词“ます”的终止形后面，非五段动词也可以接在未然形后面。
注:“する”可为“するまい”“すまい”“しまい”;“来る”可为“くるまい”“こまい”

①表示否定意义的推量，相当于汉语的“不会……吧”，“也许不……吧”。（＝～ないだろう）

　また10時になりまい／还不到10点吧。
　明日は雪は降るまい／明天不会下雪吧。
　ぼくにはとうていできますまい／我很难做到。
　君にはとてもやれまい／你大概干不了。

②表示否定意义的决心和意志，相当于汉语的“不打算……”，“不想……”。（＝～ないつもりだ）

　私はもう二度とあの人に頼むまい／再也不会求他了。
　もう何も言うまい／以后什么也不想说了。
　そんなばかげたことは二度とするまい／这样的傻事再也不会干了。
　ほかの人に言うまい／不会告诉其他人。

③本课句型“动词未然形＋う（よう）か动词终止形(或非五段动词的未然形) ＋まいか”相当于汉语的“要……还是不要……”。

　山に登ろうか登るまいか、天気予報を聞いてから決めましょう／要不要去爬山，听完天气预报再决定吧。
　買おうが買うまいがお金だけ用意しましょう／不管买不买先把钱准备好吧。          
2．接尾词“がち”
　接在名词或动词连用形后面，构成复合形容动词(连体形也用“の”的形式)。表示某些事情经常发生或总是形成某种状态，一般用于不好或消极的场合，经常和“とかく”呼应使用。相当于汉语的“容易……”，“常常……”，“往往……”。

　それは若い者にありがちな過ちだ／那是年轻人常犯的过错。
　この頃彼女は留守がちだ／最近她常不在家。
　幸福な時は、とかくほかの人のことを忘れがちだ／幸福的时候，往往容易忘记别人。
　この子は赤ちゃんの時から病気がちだった／这孩子婴儿的时候经常生病。
　彼は怠けがちだ／他好偷懒。
　近頃休みがちですけど、どうしたんですか／最近老是休息，怎么了么。

3．単に～だけ
　　副词“単に”常下接“だけ”“のみ”等词，相当于汉语的“仅……”，“只……”，“单……”等意思。“単に”和“ただ”的意思相同，常用于书面语。

　単に聞いてみただけだ／只不过是打听一下罢了。
　環境汚染は単に中国だけの問題ではなく、全世界の問題である／环境污染不仅仅是中国的问题，是全世界的问题。
　それは単に私だけのためではなく、家族全員のためです／那不仅对我一个人，而且对我们全家都有好处。
　それは単に模倣にすぎない／那只不过是模仿。
私は単にやるべきことをやっただけです／我只是做了我应该做的。

4．“気分”、“気持ち”
（1）気分

　　由于身体状况或周围环境等原因而引起的愉快、不愉快、忧郁等心情。“気分”所表示的心情往往是抽象的精神状态，多为主体自身的感觉。

①相当于汉语的“心情”，“情绪”，“心绪”，“心境”。
　気分がよい／心情舒畅。
　ご気分はいかがでしょうか／你心情怎么样？
　気分を転換する／转换心情。

②相当于汉语的“气氛”。
　上海はいまお祭り気分だ／上海现在充满着节日气氛。
　都会と田舎とでは気分が違う／城市和乡下的气氛不一样。
　新婚気分に浸る／沉浸在新婚气氛中。

③相当于汉语的“舒服”，“舒适(与否)”。
　きょうはご気分はいかがですか／今天您觉得身体怎么样?
　お酒を飲んで、気分が悪い／喝了酒，不舒服。

（2）気持ち

　　“気持ち”也表示人的心情，这一点与“気分”相同，不过比“気分”更强调给主体带来此心情的外界的影响，此外还能够泛指人的情绪、感觉等具体内容。

①相当于汉语的“感受”“心情”，“情绪”，“心绪”，“心境”。

　気持ちがよい／心情舒畅。
　人の気持ちになってみる／体会他人的心意
　君の気持ちはよくわかる／我很了解你的心境。
　泣きたいような気持ちになる／简直真想哭一场。
　気持ちが落ち着かない／心神不定。

②相当于汉语的“舒服”，“舒适(与否)”。

　船酔いで気持ちが悪い／因为晕船，不舒服。

　“気分”和“気持ち”的区别:

　　由此可见“気分”和“気持ち”都可以表示心情和身体状况，但“気分”是抽象的精神状态，主观感觉强，“気持ち”更强调外界给主体带来的影响，还泛指人的情绪、感觉。此外“気分”有表示“气氛”的用法，“気持ち”却没有。

　いい気分（気持ち○）
　気分を変える（気持ち○）
　車に酔って気分が悪くなりました（気持ち○）
　肩を揉んでもらって、とても気持ちがよい（気分○）
　あの人は明るくて、とても気持ちのいい人ですね。（気分×）
　本当の気持ちを打ち明ける（気分×）
　クリスマス気分の町（気持ち×）
　郊外に出てみると，ちょっと気分が違う（気持ち×）
5．めったに～ない

　　“めったに”后面与否定语呼应，表示可能性和次数极少，与“ほとんど……ない”所表示的意思大体相同。相当于汉语的“不常……”，“很少……”。

　勉強が忙しくてめったに帰りません／学习很忙很少回家。
　弟はめったに手紙を書きません／弟弟很少写信。
　こんな事故はめったにないです／这种事故很少发生。
　　
6．～中を

　　“中を”表示动作进行时的情况，后续的动词原则上是表示移动的动词。相当于汉语的“……中”，“……当中”。

　嵐の中を歩いて帰る／冒着暴风雨走回来。
　大雨の中を走っている／在大雨中奔跑。
　お忙しい中を来ていただいておそれいります／您在百忙之中特地光临，真不敢当。

7．別に～ない

　　“別に”后面与否定语呼应，表示并没有什么特别值得一提的事，相当于汉语的“并不……”。

　別に不満何かはない／并没有什么不满的。
　別に行きたくはない／并不怎么想去。
　別にめずらしくもない／不足为奇。
　別に病気ではないが、ちょっと足が痛いんです／并没有什么病，脚有点疼。
　味はまあまあで、別に美味しいものとは言えない／味道一般，谈不上好吃。
　　
8．接尾词“より（寄り）”

　　接在表示方向、方位、场所、性格、立场等名词后面，相当于汉语的“偏”，“靠”。

　明日は北よりの風が強く、一日中雨が降るでしょう／明天偏北风，全天有雨。　
　やや南よりの所にある／位于稍偏南的地方。
　左寄りの思想／左倾思想

9．一時
①表示短时间，相当于汉语的“一时”，“暂时”，“短时间”。
　彼の人気はほんの一時でした／他受欢迎只是暂时的。
　一時の間に合わせ／临时凑合
　一時の思いつき／一时心血来潮

②表示有一个时期，相当于汉语的“一段时间”，“某时期”。
　一時上海で生活した／曾经在上海生活过一段时间。
　一時は三洋会社に勤めた／有一个时期在三洋公司工作。
　一時は駄目かと思った／有一段时间曾经认为没可能了。

③以“一時に”的形式，表示在暂短的时间之内，相当于汉语的“一下子”。
　注文が一時に殺到した／一下子来了很多订单。
　ファンが一時に会場へ押しかける／粉丝们一下子拥向会场。
　一時に人がたくさん集まったきた／一下子聚集了很多人。
関連表現
　一時凌ぎ（いちじしのぎ）／暂时支撑，应付一时
　一時的（いちじてき）／一时的，暂时的
  一時払い（いちじばらい）／一次付款
　一時逃れ（いちじのがれ）／逃避一时，搪塞一时
本文
晴れたり、曇ったり、雨が降ったり、雪が降ったり、風が吹いたり、天気はさまざまに変化します。この天気の変化は、わたしたちの生活に深い関係があります。
　朝、学校へ行くとき、傘を持っていこうか、持っていくまいかと、空を見上げて考えたことはありませんか。遠足や運動会の前の日に、天気を心配して、てるてる坊主を作ったことはありませんか。
　からりと晴れ上がった日には、わたしたちの気持ちもさわやかになります。じめじめした雨の日には、わたしたちの気持ちもめいりがちです。急に寒くなれば、風邪を引きやすく、暑さが続けば、胃腸を壊しやすくなります。天気は、わたしたちの気分や体の具合にも関係があるのです。
　天気は、単に、わたしたちの普段の生活に関係があるだけではありません。世の中には、毎日の仕事をするために、いつも天気のことに気を配っていなくてはならない人たちがたくさんいます。  
　農家の人たちは、種まきをするのにも、肥料をやるのにも、天気のことを考えなければなりません。雨が多すぎれば、作物の成長が遅れるし、日照りが続けば枯れてしまいます。せっかく実った作物が、風水害に遭う心配もあります。
漁業に携わる人たちは、何よりも天気のことを心配します。雨や風が強くて海が荒れれば、港から船を出すことができません。風の吹き方によって、魚がたくさん取れたり、取れなかったりすることもあります。
会話
（一）
田中：こんにちは。
加藤：こんにちは。いい天気になりましたね。
田中：ええ。こんないい天気はめったにありませんね。  
加藤：国に帰った鈴木さんはうれしいでしょうね。
田中：ええ。国へ帰るのは一年ぶりだと言っていましたから、きっと喜んでいるでしょうね。
加藤：でも、昨日は気の毒でしたね。あんなあらしの中を、大きな荷物を持って。
田中：あの荷物は重かったでしょうね。
加藤：お盆なので電車が込んで、たいへんだったでしょう。
田中：今、どの辺でしょうか。
加藤：きっと、もうおうちに着いたでしょう。
田中：お墓参りに行っているでしょうか。
加藤：まだでしょう。たぶんお土産でも広げているでしょう。
田中：明日は山に登ると言っていましたね。天気はどうでしょう。
加藤：そうですね。ちょっと天気予報を聞いてみましょう。

（二）
武　：良子さん、近頃は忙しいですか。
良子：いいえ、別に忙しくありませんけど。
武　：じゃ、あした、ドライブに行きませんか。
良子：わあ、いいですね。どこへ？
武　：良子さんの好きな所へ行きましょう。
良子：じゃあ…、そうですね…、海を見に行きませんか。
武　：海ですか。じゃあ、江の島はどうですか。  
良子：ええ、いいですね。あのう、お天気はどうでしょうか。
武　：天気予報によると、あしたは晴れときどき曇りだそうですよ。
良子：じゃあ、大丈夫ですね。
武　：たぶん、雨は降らないだろうと思いますよ。あのう、良子さんの弟さんも一緒にどうですか。
良子：弟は友達と野球を見に行くと言っていましたから行かないだろうと思いますよ。
武　：それは残念ですね。
良子：ええ。弟は、またこの次、誘ってください。
武　：じゃあ、あしたは十時ごろ迎えに行きます。
良子：はい。じゃ、お弁当を作って持っています。
